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道路・港・防災に係る要望活動

■11月９日（水）国際競争力強化のための広域
幹線道路網などの整備推進を要望

要望先：根本国土交通大臣政務官、加藤財務省
主計局主査

訪問者：愛知県、名古屋市、名古屋港管理組合、
名古屋商工会議所、中部国際空港（株）、
中経連 等

＜主な要望内容＞
三浦中経連常務理事が、大村愛知県知事等と

ともに、根本国土交通大臣政務官をはじめ財務省
幹部に面会し、愛知県内の道路および港湾の早
期整備、大震災時の津波対策など防災対策の早
期整備を要望した。
道路整備については、県内のみならず中部圏全

体の企業の国際競争力強化に資するべく、名古屋
環状２号線をはじめ西知多道路、名豊道路、名岐
道路などの早期整備期待が高まっており、これら
について要望を行った。また港湾については、名古
屋港の他、衣浦港、三河港の港湾機能強化、さら
に南海トラフ地震などを想定し、企業や市民の生
活を守るための津波対策などについても継続的に
取り組めるよう、予算確保のための要望を行った。

■11月９日（水）東海北陸自動車道および東海
環状自動車道の建設促進を要望

要望先：大野国土交通大臣政務官、国土交通省
幹部 等

訪問者：岐阜県、富山県、三重県の沿線自治体、
中経連 等

＜主な要望内容＞
中経連は、中津川市長をはじめ東海北陸自動車
道および東海環状自動車道沿線自治体の首長等
とともに、大野国土交通大臣政務官をはじめ国土
交通省幹部等に面会し、建設促進を要望した。
東海北陸自動車道については、暫定２車線区
間の早期４車線化整備を、東海環状自動車道に

ついては、西回り区間の早期全線開通を、それぞ
れ物流の効率化や企業誘致、さらには観光振興
や国土強靱化の観点などから要望した。

■11月21日（月）西知多道路の早期整備を要望
要望先：根本国土交通大臣政務官、武藤国土交

通事務次官 等
訪問者：愛知県、名古屋市、沿線自治体、名古屋

港管理組合、中部国際空港（株）、中経連 等
＜主な要望内容＞
三浦中経連常務理事が、中西愛知県副知事等

とともに、根本国土交通大臣政務官をはじめ国土
交通省幹部等に面会し、西知多道路の早期整備
を要望した。
西知多道路は、名古屋港の物流機能強化の

他、中部国際空港へのアクセス道路として物流や
観光に寄与するとともに、大規模災害時の沿線へ
の緊急搬送路としての役割を果たすことも期待さ
れている。今年度初めて事業化されたが、今後、さ
らに国の予算が確保され、早期整備が進められる
よう要望を行った。

■11月22日（火）名豊道路の早期全線整備を要望

要望先：田中国土交通副大臣、大野国土交通大臣
政務官、根本国土交通大臣政務官 等

訪問者：愛知県、沿線自治体、中経連 等
＜主な要望内容＞
三浦中経連常務理事が、石原愛知県副知事を

はじめ蒲郡市長、豊橋市長等沿線自治体の首長と
ともに、田中国土交通副大臣や大野国土交通大臣
政務官、根本国土交通大臣政務官等に面会し、

名豊道路の早期全線整備を要望した。
名豊道路は、名古屋市と豊橋市を結ぶ延長

72.7kmの大規模バイパスで、知立、岡崎、蒲郡、
豊橋、豊橋東の５つのバイパスによって構成され
る地域高規格道路である。今回は、全線で唯一
ミッシングリンクとなっている蒲郡バイパスの中の
9.1㎞の未整備区間について、物流の効率化や
企業誘致等の観点から早期整備を要望した。

（社会基盤部　山口 智）

鄧駐名古屋中国新総領事 表敬訪問

11月９日（水）、10月に駐名古屋中国総領事に
就任された鄧偉氏をはじめ３名が中経連を訪れ、
豊田会長、小川専務理事等と懇談した。
鄧氏は、「名古屋を含む中部地域はものづくりの

中心であり、人的・経済的交流活動を積極的に行
っていきたい。また、中国は国土が広いため、経済
の発展が地域ごとでバラつきがある。都市部では環
境対策が急務であり、車所持の規制を厳しくして
いる。環境に優しい車が注目されており、中部地域
の企業の技術に着目していきたい」と述べられた。
豊田会長は、「海外の人にとって中部地域は
名古屋市より豊田市の方が有名だが、これからは
名古屋市への観光を売り込んでいきたい。昇龍道
プロジェクトは中経連も参画して活動しており、
中国からの観光客は増加した。経済・産業も大事
だが、観光を含む人的交流を積極的に推し進め
ていきたい」と発言した。

（国際部　平山 りえ）

北陸経済連合会との意見交換会

11月10日（木）、中経連は北陸経済連合会との
意見交換会を金沢市内にて開催し、水野北経連
専務理事、小川中経連専務理事をはじめ17名が
参加した。
本意見交換会は、東海北陸自動車道建設を両

経連が一体となって要望したことを契機に、昭和
47年より毎年開催しており、今回は、「広域観光」
「産学連携」「まちづくり」「国際交流」の４テーマを
議題に意見交換を行った。
また、これに先立ち、津田駒工業（株）、金沢工
業大学を訪れ、先端技術開発の視察や産学連携
の取り組みについて意見交換を行った。

（総務部　亀井 勝彦）

日銀総裁と中部経済界との金融経済懇談会

1 1 月 1 4 日
（月）、黒田日本 銀
行総裁と中部経 済
界との懇談会が
名古屋市内にて開催
され、中経連から竹中
副会長が出席した。
黒田総裁は、９月の

導入から２カ月が経過
した「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」が
金融市場においてポジティブに受け入れられてい
る旨を述べるとともに、足元で弱含んでいる予想物
価上昇率については、２％の物価安定目標に向け
た勢いは維持されているとし、デフレ脱却への意
欲を示した。
竹中副会長は、当地域経済については改善の
基調は維持しているものの、踊り場の状態にあると
した上で、今後の見通しについては会員企業の多
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北陸経済連合会との意見交換会
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意見交換会を金沢市内にて開催し、水野北経連
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経連が一体となって要望したことを契機に、昭和
47年より毎年開催しており、今回は、「広域観光」
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（総務部　亀井 勝彦）

日銀総裁と中部経済界との金融経済懇談会

11月14日（月）、黒田日本銀行総裁と中部経済
界との懇談会が名古屋市内にて開催され、中経
連から竹中副会長が出席した。
黒田総裁は、９月の

導入から２カ月が経過
した「長短金利操作付
き量的・質的金融緩
和」が金融市場におい
てポジティブに受け入
れられている旨を述べるとともに、足元で弱含んで
いる予想物価上昇率については、２％の物価安定
目標に向けた勢いは維持されているとし、デフレ
脱却への意欲を示した。
竹中副会長は、当地域経済については改善の
基調は維持しているものの、踊り場の状態にあると
した上で、今後の見通しについては会員企業の多
くが中国や新興国経済の先行きや急激な為替変
動などを懸念材料にあげていると述べた。
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参加者に問い掛けをする講師の石原氏

挨拶される塚原局長
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また、米国大統領選挙の話題にも触れ、新政権
の経済対策が新たな懸念材料に加わることがな
いよう願いたいとした。
日本銀行に対しては、９月の金融政策決定会合
で示された金融緩和強化の新しい枠組みや緩和
維持の姿勢を評価するとともに、中経連が政府に
対して要望活動を行っている防災・減災のための
設備投資減税に関連して、日銀による企業に防
災・減災投資を促す資金供給スキームの継続と
拡充の検討を要請した。

（調査部　山崎 豊）

女性活躍推進セミナー

11月15日（火）、中経連は愛知県経営者協会と
共催で、「女性活躍推進セミナー」を名古屋市内
にて開催し、約130名が参加した。セミナーではリ
クルートワークス研究所の石原直子氏を講師に
迎え、女性の活躍推進について働き方改革の視
点からご講演いただいた。
石原氏は、労働時間が会社への忠誠心の代替

指標となっていることや、日本人特有の勤勉さが
「長時間働くことを厭わない労働価値観」を形成
していることを説明された。
また、長時間労働の原因となる「取引先の都
合」「膨大な仕事量」「帰りづらい職場の雰囲気」
「会議が多い」などの事例について、労働時間を
短縮するための工夫が紹介され、参加者は熱心
に耳を傾けていた。

女性の活躍推進については、ダイバーシティと
セットになる概念として「インクルージョン」を紹介
された。インクルージョンとは「自分の存在が歓迎
されていると信じられる職場」のこと。例えば、時間
制約のある人に配慮し、補助業務しか与えないよ
うなインクルージョンのない状態では、職場の活
力が落ちてしまうため注意が必要と説明された。

（企画部　岡戸 信之）

第５回中部地域懇話会

11月28日（月）、中経連と国土交通省中部地方
整備局は「第５回中部地域懇話会」を名古屋市内
にて開催した。
本懇話会は、中部圏の持続的発展に向け、地域

づくりや社会資本整備等について、具体的な課題
や施策等の意見交換を行う場として設置したもの
である。
はじめに、塚原中部
地 方 整 備 局 長 が 、
「我々が事業を担うイ
ンフラ部分が中部圏
発展の支障となっては
いけない。企業の生産性向上や防災減災対策に
必要なインフラ整備にもしっかり取り組んでいき
たい」と挨拶された。一方、豊田会長は、「中長期
的なビジョンを持って着実な取り組みを進めてい
くことが重要。経済活動の基盤となる交通インフラ
の充実や防災減災対策強化等の社会資本整備

に向け、関係機関と連携した取り組みを行ってい
きたい」と挨拶を述べた。
続いて、「中部圏広域地方計画」をはじめとする

中部地方整備局の取り組みに関する説明の後、中
経連から「新中部圏の創生」や「中部圏交通ネット
ワークビジョン」の情報提供を行った。　
その後、中部国際空港の機能強化や製造拠点集
積エリアの渋滞対策等、活発な意見交換を行った。

（社会基盤部　小池 貴士）

定例記者会見

12月５日（月）、中経連は総合政策会議終了後、
豊田会長の定例記者会見を行った。
はじめに、米国大統領選挙後、世界的に為替や
株式相場が変動していることに対し、先行き不透明な
中では冷静な対応が必要であるとの考えを示した。
次に、インド経済視察団の話題に触れ、空港や

道路の整備状況、視察先の感想を述べるとともに、

ジェット・エアウェイズへのエアポートセールスに
ついても紹介した（本誌２～３ページ参照）。
続いて、昇龍道の舵取り役で、自身が会長を務

める「中部（東海・北陸・信州）広域観光推進協議
会」を、「（一社）中央日本総合観光機構」に移行
し、観光地域づくりの推進役となる日本版ＤＭＯと
して組織強化を図ると紹介した。民間ノウハウを
活用してマーケティング機能を強化し、戦略的な
プロモーションを行うとともに、具体的な数値目標
を掲げ、スピード感をもって活動を進めたいと抱負
を語った。
最後に、「伊勢志摩サミット」「ＭＲＪ」「リニア中

央新幹線」など、中部圏の将来に繋がるプロジェ
クトが始動・前進したが、地域を支える中堅・中小
企業はいまだ浮揚の機会を十分に捉えることがで
きないでいると今年を振り返った。さらに、中部圏
の真の創生に向けた中経連の役割を整理してい
ると説明。地域の創生、イノベーション力の強化な
ど、重点分野を明確化し、実効性ある活動を展開
していくとの考えを述べた。

（総務部　奥田 知子）
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（社会基盤部　髙井 勇輔）
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（調査部　山崎 豊）

女性活躍推進セミナー
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（企画部　岡戸 信之）
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